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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、 対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 801,520 4.0 61,654 4.9 64,918 4.0 41,219 △2.5
2024年３月期第３四半期 770,333 7.8 58,748 21.5 62,398 20.4 42,294 31.1

(注) 包括利益 2025年３月期第3四半期 41,002百万円( 4.7％) 2024年３月期第3四半期 39,175百万円( 9.4％)

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 100.51 100.48
2024年３月期第３四半期 101.20 101.17

当社は、2023年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 717,735 508,440 70.7 1,258.23
2024年３月期 724,747 515,176 71.0 1,233.84

(参考)自己資本 2025年３月期第３四半期 507,777百万円 2024年３月期 514,686百万円

当社は、2023年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

２．配当の状況
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 50.00 － 20.00 －
2025年３月期 － 21.00 －
2025年３月期(予想) 21.00 42.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

２．当社は、 2023年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期第２四半
期末につきましては、 当該株式分割前の実際の配当金額を記載しております。年間の配当につきましては、 株式分割の
実施により単純合計ができないため、 表示しておりません。なお、 株式分割前ベースでの2025年３月期の第２四半期
末の配当金は１株当たり63円00銭となります。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、 対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,050,000 2.7 77,500 2.4 81,500 1.2 52,500 0.3 128.02

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項
（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無
② ①以外の会計方針の変更 ：無
③ 会計上の見積りの変更 ：無
④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 415,675,630株 2024年３月期 428,900,130株
② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 12,111,673株 2024年３月期 11,759,689株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 410,097,370株 2024年３月期３Ｑ 417,938,449株

１) 当社は、2023年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式
数」を算定しております。

２) 期末自己株式数には、「役員報酬ＢＩＰ信託口」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式(2025年
３月期３Ｑ 397,578株、2024年３月期 421,378株）が含まれております。また、「役員報酬ＢＩＰ信託口」及び
「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて
おります。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、 その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
上記の業績予想につきましては、 発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、 今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、 業績予想に関する事項につきましては、 添付資料の４ページを
ご参照下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）におけるわが国経済は、賃上げや各種政策の

効果もあり、雇用・所得環境が改善する中、景気が緩やかに回復しておりますが、物価上昇による消費の減速懸

念や金融資本市場の変動等による下振れリスクにより、先行き不透明な状況が続いております。

ドラッグストア業界におきましても、業種・業態を越えた競合企業の新規出店、商勢圏拡大に向けた新たなエ

リアへの侵攻、Ｍ＆Ａによる規模拡大、同質化する異業種との競争、それらが要因となる狭小商圏化など、当社

を取り巻く経営環境は厳しい状況が継続しております。

このような環境の中、当社グループの重点戦略は国内とグローバルに分け設定し、国内戦略として「お客様の

ライフステージに応じた価値提供」を戦略テーマに３つの重点戦略、①利便性の追求-お客様との繋がりの深化、

②独自性の追求-体験やサービス提供の新化、③専門性の追求-トータルケアの進化と、グローバル戦略として

「アジア市場での更なるプレゼンス向上」を戦略テーマに④グローバル事業の更なる拡大を重点戦略として設定

し取組んでおり、特に当期においては、長期的な業績向上に向け、人的資本やシステム等への成長投資を進めて

おります。

ＰＢ（プライベートブランド）商品につきましては、当社グループ初のメンズスキンケア・ヘアケアプライベ

ートブランドとなる「KNOWLEDGE（ナレッジ）」の販売を開始しました。既存のＰＢ商品では、「nake（ネイ

ク）」や「RECiPEO（レシピオ）」から新商品の追加展開を順次進めております。また、当社グループの顧客接

点を活用し、店舗とアプリ・オンラインストアを融合する施策の推進や、デジタルを活用した新しい調剤サービ

ス「マツキヨココカラMe」の開始等を通して、お客様の利便性の向上を図っております。

2024年12月末現在における当社グループの顧客接点数は、１億5,540万となり、国内店舗数は3,494店舗（うち

調剤薬局数1,006店舗、健康サポート薬局数128店舗）となりました。今後も４つの重点戦略を実行することで収

益改善を図ってまいります。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における主な経営成績は次のとおりであります。

前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

売上高 770,333 801,520 31,187 4.0

営業利益 58,748 61,654 2,906 4.9

経常利益 62,398 64,918 2,519 4.0

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,294 41,219 △1,074 △2.5
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セグメントの業績概況について

＜マツモトキヨシグループ事業＞

マツモトキヨシグループ事業では、４つの重点戦略に対して、以下の取組みを実行いたしました。

①利便性の追求-お客様との繋がりの深化として、社会全体のデジタル化が進み、お客様のライフスタイルが

変化しつつある中で、一人ひとりのお客様と深く繋がっていくことでニーズを的確に捉え最も身近な存在となる

ことが必要と考えております。そのため、デジタルと店舗網を活用した届ける仕組みづくり、様々な買い物スタ

イルの提供など、利便性を追求していくことで、お客様により深く寄り添う企業を目指しております。

②独自性の追求-体験やサービス提供の新化として、激しい競争環境の中で、お客様との様々な接点から蓄積

されたデータと高いマーケティング分析力を活かし、お客様の価値観に基づいた商品・サービスや店舗モデルの

開発、メーカー様向け広告配信事業の展開など、マツモトキヨシグループならではの独自性を追求していくこと

で、お客様に選ばれる企業を目指しております。

③専門性の追求-トータルケアの進化として、少子高齢化が進み、健康長寿社会の実現を目指すわが国におい

ては、様々なお客様のライフステージに応じた質の高いサービスを提供することで、地域社会により大きな安心

と喜びを提供していくことが求められていると考えております。そのため、セルフメディケーションの推進やオ

ンラインを活用した服薬指導・接客などに加え、心と身体の両面でのビューティーケアなど、専門性を追求して

いくことで、地域包括ケアシステムを支え、すべての人がいつまでも美しく、健康で心豊かな生活を送れるよう

取組んでおります。

④グローバル事業の更なる拡大では、アジアを中心とした新たな進出国の開拓や海外店舗展開、越境ＥＣ事業

の拡大を図るため、海外ＳＮＳの活用やグローバル会員獲得によるアプローチ強化、グローバルで活躍する人材

の開発、海外で支持される商品の開発などに積極的に取組むことで、美と健康への意識が高まっているアジア地

域での事業規模拡大とプレゼンス向上を目指しております。

ＰＢ商品につきましては、「matsukiyo」から人気保湿ケア商品「ヒルメナイドシリーズ」の新たなラインナ

ップとして「ヒルメナイドスプレー」の展開をスタートしたほか、「matsukiyoLAB」からアスリートライン及び

サステナブルロカボライン、「ザ・レチノタイム」「iisam（イイサム）」等よりそれぞれ新商品を発売いたし

ました。

2024年12月末現在におけるマツモトキヨシグループの国内店舗数は1,932店舗（うち調剤薬局数460店舗、健康

サポート薬局数35店舗）となり、薬局経営支援サービスである調剤サポートプログラムの加盟店舗数は239店舗

まで拡大いたしました。また、海外店舗展開として、グアムに新規出店し、海外店舗数は、タイ王国で28店舗、

台湾で24店舗、ベトナム社会主義共和国で12店舗、香港で12店舗、グアムで１店舗の合計77店舗となりました。

マツモトキヨシグループでは、マスクや検査キットなど、新型コロナウイルス関連商品の反動減はあったもの

の、都市部や繁華街、商業施設内等の人流の拡大や訪日外国人観光客の増加により、化粧品を中心として売上が

好調に推移いたしました。

＜ココカラファイングループ事業＞

ココカラファイングループ事業では、「利便性の追求-お客様との繋がりの深化」「独自性の追求-体験やサー

ビス提供の新化」「専門性の追求-トータルケアの進化」という３つの国内重点戦略に対して、マツモトキヨシ

グループと同様の取組みを実行いたしました。

ココカラファイングループでは、マスクや検査キットなど、新型コロナウイルス関連商品の反動減や売上構成

比の高い調剤事業における薬価改定の影響等があったものの、ロイヤルカスタマーの醸成に向けた効率的かつ効

果的な販促策の実施により化粧品の売上が伸長し、全体の売上を押し上げました。

2024年12月末現在におけるココカラファイングループの国内店舗数は1,562店舗（うち調剤薬局数546店舗、健

康サポート薬局数93店舗）となりました。
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［国内店舗の出店・閉店の状況］

国内店舗の出店・閉店の状況につきましては、次のとおりであります。

（単位：店舗）

2024年３月31日

現在の店舗数

出店 閉店 2024年12月31日

現在の店舗数

マツモトキヨシグループ 1,904 42 14 1,932

ココカラファイングループ 1,560 17 15 1,562

合計 3,464 59 29 3,494

＜管理サポート事業＞

管理サポート事業では、当社グループ会社が取り扱う商品の仕入や当社グループ会社の経営管理・統轄、その

間接業務の受託業務、当社グループ会社からの配当金収入及び、外部への商品供給・施工業務・広告宣伝等を行

っており、業務活動の範囲も拡大しております。

これらの結果、セグメントの業績は次のとおりであります。

前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

マツモトキヨシ

グループ事業

売上高 475,677 501,880 26,202 5.5

セグメント利益
38,988 42,450 3,462 8.9

ココカラファイ

ングループ事業

売上高 292,624 296,842 4,217 1.4

セグメント利益
17,270 18,575 1,304 7.6

管理サポート

事業

売上高 490,748 504,294 13,546 2.8

セグメント利益
30,677 20,589 △10,088 △32.9

調整額 売上高 △488,716 △501,496 △12,779 －

セグメント利益
△28,188 △19,961 8,226 －

合計 売上高 770,333 801,520 31,187 4.0

セグメント利益
58,748 61,654 2,906 4.9

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて70億12百万円減少し

て7,177億35百万円となりました。これは主に売掛金が75億15百万円増加したものの、その他の流動資産が88億

93百万円、現金及び預金が88億円減少したこと等によるものであります。

負債につきましては、2億75百万円減少して2,092億95百万円となりました。これは主に買掛金が112億72百万

円増加したものの、未払法人税等が91億3百万円、賞与引当金が26億50百万円減少したこと等によるものであり

ます。

純資産につきましては、67億36百万円減少して5,084億40百万円となりました。これは主に、利益剰余金が243

億85百万円増加したものの、資本剰余金が272億24百万円、自己株式が36億円増加したことによる純資産の減少

があったこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、 2024年５月10日に公表した連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 117,720 108,920

売掛金 61,747 69,262

商品 138,573 145,857

貯蔵品 779 1,024

その他 52,002 43,108

貸倒引当金 △24 △101

流動資産合計 370,798 368,072

固定資産

有形固定資産

土地 51,350 50,625

その他 62,318 61,069

有形固定資産合計 113,668 111,694

無形固定資産

のれん 105,737 100,878

その他 27,469 28,433

無形固定資産合計 133,207 129,311

投資その他の資産

投資有価証券 24,340 28,222

敷金及び保証金 61,198 60,873

その他 21,715 19,721

貸倒引当金 △181 △160

投資その他の資産合計 107,073 108,657

固定資産合計 353,949 349,663

資産合計 724,747 717,735
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 106,082 117,354

未払法人税等 17,390 8,287

短期借入金 970 1,016

1年内返済予定の長期借入金 18,400 18,400

賞与引当金 5,600 2,950

ポイント引当金 71 177

契約負債 3,331 4,531

資産除去債務 20 1

その他 27,561 27,922

流動負債合計 179,428 180,641

固定負債

債務保証損失引当金 206 174

株式給付引当金 249 312

役員株式給付引当金 39 39

退職給付に係る負債 396 409

資産除去債務 14,175 14,406

その他 15,074 13,312

固定負債合計 30,142 28,654

負債合計 209,570 209,295

純資産の部

株主資本

資本金 22,051 22,051

資本剰余金 206,103 178,879

利益剰余金 301,098 325,483

自己株式 △21,351 △24,951

株主資本合計 507,902 501,463

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,870 6,388

為替換算調整勘定 △86 △74

その他の包括利益累計額合計 6,783 6,313

新株予約権 43 43

非支配株主持分 447 619

純資産合計 515,176 508,440

負債純資産合計 724,747 717,735
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 770,333 801,520

売上原価 505,433 522,962

売上総利益 264,900 278,558

販売費及び一般管理費

ポイント引当金繰入額 17 105

給料及び手当 76,732 80,289

賞与引当金繰入額 2,693 2,918

退職給付費用 1,740 1,685

地代家賃 53,077 55,631

その他 71,891 76,274

販売費及び一般管理費合計 206,152 216,904

営業利益 58,748 61,654

営業外収益

受取利息 100 105

受取配当金 420 367

固定資産受贈益 347 275

発注処理手数料 1,613 1,362

情報提供料収入 437 449

その他 853 847

営業外収益合計 3,774 3,407

営業外費用

支払利息 43 48

投資事業組合運用損 － 50

現金過不足 2 3

その他 77 41

営業外費用合計 123 142

経常利益 62,398 64,918

特別利益

固定資産売却益 46 300

投資有価証券売却益 2,705 92

退職給付制度改定益 ※1 685 －

特別利益合計 3,437 393

特別損失

固定資産売却損 55 64

固定資産除却損 308 196

投資有価証券売却損 38 89

店舗閉鎖損失 129 91

減損損失 49 203

災害による損失 ※2 38 ※2 58

特別損失合計 620 704

税金等調整前四半期純利益 65,215 64,607

法人税、住民税及び事業税 20,696 21,489

法人税等調整額 1,984 1,646

法人税等合計 22,680 23,135

四半期純利益 42,534 41,472

非支配株主に帰属する四半期純利益 240 252

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,294 41,219



株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー(3088) 2025年３月期 第３四半期決算短信

8

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 42,534 41,472

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,324 △482

退職給付に係る調整額 △42 －

為替換算調整勘定 8 12

その他の包括利益合計 △3,359 △469

四半期包括利益 39,175 41,002

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 38,935 40,749

非支配株主に係る四半期包括利益 240 252
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

(自己株式の取得)

当社は、2024年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式415,000株の取得を行っております。ま

た、2024年８月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式13,224,500株の取得を行っております。これに

より、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が30,953百万円増加しております。

(自己株式の消却)

当社は、2024年８月13日開催の取締役会決議に基づき、2024年９月10日付で自己株式13,224,500株の消却

を行っております。これにより、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が27,248百万円、自己株

式が27,248百万円減少しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

当座貸越契約

当社は、 効率的な資金調達のため前連結会計年度は取引金融機関14行と、 当第３四半期連結会計期間末は取引

金融機関13行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に基づく、 借入未実行残高は次のとおりであります。

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

当座貸越契約の総額 55,000百万円 54,500百万円

借入実行残高 － －

差引額 55,000 54,500

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 退職給付制度改定益

前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

当社の一部の連結子会社は、退職金制度として、確定給付型の制度を設けておりましたが、2023年７月１日

付で従来の制度を廃止し、確定拠出年金制度へ移行いたしました。この制度変更に伴う損益を退職給付制度改定

益として特別利益に計上しております。

当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

該当事項はありません。

※２ 災害による損失

前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

2023年６月の台風２号の災害損失額について特別損失に計上しております。

当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

2024年９月の能登半島豪雨等の災害損失額について特別損失に計上しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 10,778百万円 11,923百万円

のれんの償却額 4,938 4,859

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

マツモトキヨシ

グループ事業

ココカラファイン

グループ事業

管理サポート

事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結損益計算

書計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 475,297 292,606 2,429 770,333 － 770,333

セグメント間の

内部売上高又は振替高
380 17 488,319 488,716 △488,716 －

計 475,677 292,624 490,748 1,259,050 △488,716 770,333

セグメント利益 38,988 17,270 30,677 86,936 △28,188 58,748

(注) １．セグメント利益の調整額△28,188百万円には、セグメント間取引消去△28,188百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、遊休資産については

物件単位ごとにグルーピングしております。営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ

及び土地等の時価の下落が著しい資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

49百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「マツモトキヨシグループ事業」で28百万円、「ココカラファイングルー

プ事業」で21百万円となっております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

マツモトキヨシ

グループ事業

ココカラファイン

グループ事業

管理サポート

事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結損益計算

書計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 501,676 296,806 3,037 801,520 － 801,520

セグメント間の

内部売上高又は振替高
204 35 501,257 501,496 △501,496 －

計 501,880 296,842 504,294 1,303,017 △501,496 801,520

セグメント利益 42,450 18,575 20,589 81,615 △19,961 61,654

(注) １．セグメント利益の調整額△19,961百万円には、セグメント間取引消去△19,961百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、遊休資産については

物件単位ごとにグルーピングしております。営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ

及び土地等の時価の下落が著しい資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

203百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「マツモトキヨシグループ事業」で60百万円、「ココカラファイングルー

プ事業」で144百万円となっております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報では、各報告セグメントの売上高を顧客との契約から生じる収益と

その他の収益に分解し、さらに顧客との契約から生じる収益を、小売販売に係る売上高とそれ以外の売上高に分解

しております。

前第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日至2023年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
マツモトキヨシ
グループ事業

ココカラファイン
グループ事業

管理サポート
事業

小売

医薬品 146,961 122,835 － 269,796

化粧品 164,519 86,397 － 250,917

日用品 91,894 55,303 － 147,198

食品 44,214 22,611 － 66,826

その他（注）１ 26,131 4,936 2,152 33,221

顧客との契約から生じる収益 473,721 292,084 2,152 767,959

その他の収益（注）２ 1,575 522 276 2,374

外部顧客への売上高 475,297 292,606 2,429 770,333

（注）１ 卸売事業における売上高、広告宣伝に係る売上高等が含まれます。

２ 企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入が含まれます。

当第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日至2024年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
マツモトキヨシ
グループ事業

ココカラファイン
グループ事業

管理サポート
事業

小売

医薬品 152,008 123,658 － 275,666

化粧品 178,336 90,231 － 268,568

日用品 93,759 54,303 － 148,062

食品 47,514 22,429 － 69,944

その他（注）１ 28,552 5,535 2,803 36,891

顧客との契約から生じる収益 500,170 296,158 2,803 799,133

その他の収益（注）２ 1,505 648 234 2,387

外部顧客への売上高 501,676 296,806 3,037 801,520

（注）１ 卸売事業における売上高、広告宣伝に係る売上高等が含まれます。

２ 企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入が含まれます。



株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー(3088) 2025年３月期 第３四半期決算短信

13

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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３．補足情報

売上及び仕入の状況

(１) 事業部門別売上状況

当第３四半期連結累計期間の売上実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

マツモトキヨシグループ事業 501,676 105.5％

ココカラファイングループ事業 296,806 101.4％

管理サポート事業 3,037 125.0％

合計 801,520 104.0％

(注) セグメント間の取引については相殺消去しております。

(２) 商品別売上状況

当第３四半期連結累計期間の売上実績を商品ごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

医薬品 275,666 102.2％

化粧品 268,568 107.0％

日用品 148,062 100.6％

食品 69,944 104.7％

合計 762,241 103.7％

(注) 商品別売上状況は管理サポート事業を除いております。また、上記の金額には営業収入（テナントからの受取

家賃及びフランチャイジーからのロイヤルティ収入等）は含まれておりません。
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(３) 商品別仕入状況

当第３四半期連結累計期間の仕入実績を商品ごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

医薬品 160,861 103.1％

化粧品 180,510 111.1％

日用品 109,115 106.5％

食品 61,681 108.0％

合計 512,168 107.1％

(注) 商品別仕入状況は管理サポート事業を除いております。


